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沖縄県の児童の学習意識に関して、ＣＡＭＩ尺

度を用いた幾つかの検討が、これまでになされて

きた（嘉数・井上・島袋・前原，１９９５；島袋・井

上・嘉数・前原，1995）。例えば､壽嘉数他（1995）

では、ＣＡＭＩ尺度と学習動機づけとの関連が検

討され、また、島袋・井上他（1995）では、ＣＡ

ＭＩによる国際比較を目的とした唐澤・宮下・東

（1993）と同様な分析方法を用いて、ＣＡＭＩ尺

度によって捉えられる沖縄県の児童の学習意識の

特徴を探ると同時に、それが進学成熟態度一進学

をめぐる教育的進路成熟態度と、職業選択をめぐ

る職業的進路成熟態度一の要因とどのように関係

するかが検討された。

島袋・井上他（1995）の結果では、ＣＡＭＩ尺

度が、(1)自分ができないことの能力・運帰属、（２）

友達ができること。できないことの教師・運帰属、

(3)自分ができることの能力・運帰属、(4)自分がで

きることの能力帰属と統制感、(5)友達ができるこ

と．できないことの未知の原因帰属、(6)自分の手

段（教師）の保有感、(7)友達ができないことの内

的帰属、(8)友達ができることの能力帰属、(9)自分

の手段の非保有感、の９個の因子から構成されて

いることが示された。また、加えて、教育的進路

成熟、職業的進路成熟尺度の因子分析の結果にお

いて、自律度の尺度から親や教師を意識した「教

育的進路依存性」、「職業的進路責任性」の因子

が新たに抽出されている。島袋・井上他（1995）

は、このように、沖縄県の児童の学習意識の特徴

を明らかにし、ＣＡＭＩ尺度の主な因子は学習習

慣、学業成績、そして進学希望・期待と関連して

おり、また、教育的進路成熟や職業的進路成熟と

も結びついていることから、学校や家庭での学習

指導において、教科指導のみならず、将来の目的

意識に関係する教育的進路成熟、職業的進路成熟

を育てる必要性を示唆している。そして、現実に

対応した子どもの目的意識の発達が、より効果的

に学習行動を促進していくと予測した。

ところで、ＣＡＭＩ尺度は「達成への統制感

（ControlBeliefs）」と「達成のための手段一

目的関係の認知（Means-EndsBeliefs）」、お

よび「その手段の保有感（AgencyBeliefs）」の

３側面からなり、この３側面関係のあり方が学習

行動を理解するための有効な指標として考えられ

る。島袋・嘉数・井上・廣瀬・前原（1995）では、

上記のＣＡＭＩ尺度の３側面を考慮した観点から

も検討を行なうために、３側面を独立した項目と

して扱い、ＣＡＭＩ尺度の各側面に対する個別の

因子分析を行なった、その結果、（１）「達成への統

制感」に関しては、「達成への統制感」と「達成

への無力感」の２因子、(2)「手段保有感」に関し

ては、「能力と運の非保有感」、「能力と運の保

有感」、「教師の保有感」、「能力の非保有感」、

「努力・能力・教師の保有感」、「教師の非保有

感」の６因子、そして、(3)「手段一目的関係の認

知」に関しては、「未知の原因」、「運」、「努

力」、「内的要因（ネガティブ）」、「能力」、

「教師（ネガティブ）」、「教師（ポジティブ）」

の７因子が見いだされた。

本研究では、島袋・嘉数他（1995）の研究に関

連して、島袋・嘉数他（1995）において見いださ

れたＣＡＭＩ尺度の各因子と、坂柳・竹内（1986）

を基に島袋・井上他（1995）により見いだされた
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進路成熟態度の各因子との相関を新たに検討する。

具体的には、ＣＡＭＩ尺度によって捉えられる

「達成への統制感」、「手段保有感」「達成のた

めの手段一目的関係の認知」の中の各因子で示さ

れる学習意識・認識と学習統制感の特徴が、将来

に対する目的意識を示していると考えられる進路

成熟態度（教育的進路成熟態度と職業的進路成熟

態度）の各要因といかに関係しているかを明らか

にし、児童の将来に対する目的意識が現在の学習

意識の特徴とどのように関わっているかを考察し

ていくことにする。

項目として扱い、ＣＡＭＩ尺度の各側面について

の個別の因子分析を行っている。その結果、先に

述べたように、「統制感」に関して２因子、「手

段保有感」に関して６因子、そして、「手段一目

的関係の認知」に関して７因子がそれぞれ見いだ

されている。本研究では、島袋・嘉数他（1995）

で見いだされた因子を用いて、ＣＡＭＩと進路成

熟態度の相関を検討する。

結果と考察

第１に、男子と女子を含めた全体的な統制感と

進路成熟態度尺度との相関係数を表１に示す。な

お、表には相関係数が５％水準で有意な項目のみ

を示している。また、本研究では相関係数が.200

以上の項目に特に着目して考察を行うことにする。

達成への統制感に関しては、全体的な傾向として、

進路成熟態度が高い者ほど、達成への統制感が高

い。特に、教育的進路計画性、教育的進路関心度、

そして、職業的進路関心度においてその傾向が認

められた。これらの結果は、進学や就職について

関心を持ち、進学に対する計画を持っている者ほ

ど、「やる気になれば勉強をがんばれる」という

統制感を持つことを示唆している。達成への無力

感に関しては、全体的な傾向として、進路成熟態

度が高い者ほど、達成への無力感が低い。特に、

職業的進路自律性と職業的進路責任性においてそ

の傾向が認められた。つまり、将来の職業につい

て、自分で責任を持ち積極的に関わっていこうと

している者ほど、「がんばっても勉強ができない」

という無力感を持たないと言える。

続いて、男女別の統制感と進路成熟尺度との相

関係数を表２と表３に示す。達成への統制感、達

成への無力感と進路成熟態度尺度との相関は、男

子と女子で異なる傾向が認められた。具体的には、

男子では「教育的進路計画性と達成への無力感」、

および「職業的進路自律性と達成への統制感」を

除いて各相関が有意であったのに対し、女子では

「教育的進路関心度と達成への統制感・無力感上

「職業的進路関心度と達成への統制感」、「職業

的進路自律性と達成への統制感・無力感」、「職

業的進路責任性と達成への無力感」のみに有意な

相関が認められた。これらの結果は、男子に関し

ては教育的進路成熟と職業的進路成熟の両方が連

方法

被験児沖縄本島の都市郊外の小学校２校（男

児251名、女児205名）と沖縄本島南部地区農村部

の小学校１校（男児85名、女児83名）の５年生

（313名）、６年生（311名）、合計624名がＣＡ

ＭＩの調査対象であるが、本研究ではそのうち、

ＣＡＭＩと進路成熟態度尺度が実施された295名

を分析対象とした。

調査尺度と手続き調査にあたり、ＣＡＭＩ尺

度（唐澤他，１９９３；Skinner,1988）と進路成熟尺

度（坂柳・竹内，1986）の調査用紙に、デモグラ

フィック要因、家庭学習時間、－週間の通塾回数、

本人の進学希望水準および親の進学期待の認知、

そして国語、算数の成績の自己評価の６項目を加

え「児童の学習意識に関する調査」票を作成した。

そして、この調査票は、各クラス担任を介して児

童に配布され、担任教師の説明・指導のもとで記

入回答させた（進路成熟態度尺度の調査項目は、

付録を参照のこと）。

調査の結果から、島袋・井上他（1995）では、

進路成熟態度尺度の項目についての因子分析を行

い、（１）「教育的進路成熟」に関しては、「教育的

進路自律性」、「教育的進路計画性」、「教育的

進路関心度」、「教育的進路依存性」の４因子、

(2)「職業的進路成熟」に関しては、「職業的進路

自律性」、「職業進路計画性」、「職業的進路関

心度」、「職業的進路責任性」の４因子が見いだ

されている。

さらに、島袋・嘉数他（1995）では、「達成へ

の統制感」、「達成のための手段一目的関係の認

知」、「その手段の保有感」の３側面を独立した

－２１６－
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表１統制感と進路成熟態度尺度との相関

教育的進路 職業的進路

計画性｡関心度自律性依存性計画性関心度。自律性責任性

達成への統制感

達成への無力感

-.254**＊、263**＊-.192*＊142＊、184*＊一・244**＊、157*＊-161*＊

-.173*＊194**＊－．１１８＊-.136＊、181*＊-.239**＊一・204**＊

｡逆転尺度ゆく.０５＊*，＜､０１…，＜､001

表２統制感と進路成熟態度尺度との相関（男子）

教育的進路 職業的進路

計画性。関心度自律性依存性計画性関心度.自律性責任性

達成への統制感

達成への無力感

-.324**＊、234*＊-.253*＊168＊、206＊-.214*＊、16砂＊

-.201＊-297**＊-.178＊--177＊、270**＊-.206＊-.179＊

･逆転尺度＊，＜､０５＊*，＜､０１＊**,＜001

表３統制感と進路成熟態度尺度との相関（女子）

教育的進路 職業的進路

計画性。関心度自律性依存性計画性関心度。自律性責任性

達成への統制感

達成への無力感

、337鉢＊

-.178＊

-.247*＊、251*＊

-.281**＊-.226*＊

､逆転尺度＊，＜､０５＊ゆく.０１…，＜､００１

表４手段保有感と進路成熟態度尺度との相関

教育的進路 職業的進路

計画性。関心度自律性依存性計画性関心度.自律性責任性

能力と運の非保有感

能力と運の保有感

教師の保有感

努力の非保有感

努力･能力･教師の保有感

教師の非保有感

-.219**＊、214**＊-.204**＊-.175*＊、224**＊-.275**＊－．189*＊

－．１３５＊、16Ki*＊-.171*＊－．130＊

．１２１＊-.204**＊、151*＊

－．１６３*＊

．192*＊

－．１４４本

、143＊

－．１３４＊

129＊ －１９８**＊

,逆転尺度＊'＜､０５＊*,＜､０１＊**p＜,001

表５手段保有感と進路成熟態度尺度との相関（男子）

職業的進路教育的進路

計画性。関心度自律性依存性計画性関心度。自律性責任性

能力と運の非保有感

能力と運の保有感一.208＊

教師の保有感

努力の非保有感

努力･能力･教師の保有感－．190＊

教師の非保有感

､267*＊-.239*＊－１８３＊－２２７*＊、280掌＊-.280*＊

-.231＊＊

、273**＊

－．２９６**＊

-.214*＊、１７１本

、187＊－１７５＊ ､281**＊160＊

-.168＊

｡逆転尺度＊，＜､０５＊*,＜､０１＊*ゆく.001
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表６手段保有感と進路成熟態度尺度との相関（女子）

教育的進路 職業的進路

計画性。関心度自律性依存性計画性関心度.自律性責任性

能力と運の非保有感

能力と運の保有感

教師の保有感

努力の非保有感

努力･能力･教師の保有感

教師の非保有感

-.261*＊ -.189＊、186＊-.324*･＊-.193＊

､187＊

－．１９５＊

．221＊

-.199中 -.234*＊

逆転尺度＊，＜､０５＊ゆく.０１＊**，＜､001

表７手段一目的関係の認知と進路成熟態度尺度との相関

教育的進路 職業的進路

計画性.関心度自律性依存性計画性関心度。自律性責任性
未知の原因

運

努力

内的要因（ネガティブ）

能力

教師(ネガティブ）

教師（ポジティブ）

-.224**＊

-.198“＊

-.174*＊２０１**＊

、123＊

、151＊

－．１５６*＊

-.181中＊

－．122＊

一．215**＊

126＊

」83中＊

、128＊

．235**＊

-.255**＊

-.307**＊－．１３５＊

－．１６２*＊－．１２０＊

-.183*＊、147本 －．１１９＊ －．１４４＊

、逆転尺度＊，＜､０５＊*，＜､０１…，＜００１

表８手段一目的関係認知と進路成熟態度尺度との相関（男子）

教育的進路 職業的進路

計画性。関心度自律性依存性計画性関心度。自律性責任性
未知の原因

運

努力

内的要因（ネガティブ）

能力

教師(ネガティブ）

教師（ポジティブ）

-.187＊

-.206＊

-.220*＊、265*＊

－．１９３＊

-.190＊、275～＊

-.203＊－２２１*＊-.294**＊

一.271**＊

.196＊-.180牢

、163＊－．182＊

。逆転尺度＊,＜,０５＊ゆく.０１…，＜､001

表９手段一目的関係の認知と進路成熟度態度尺度との相関（女子）
教育的進路 職業的進路

計画性.関心度自律性依存性計画性関心度。自律性責任性
未知の原因

運

努力

内的要因（ネガティブ）

能力

教師(ネガティブ）

教師（ポジティブ）

＊＊
＊
＊

＊

中 本

躯
躯
鎚

一
一 －２５８*＊-.232*＊,300**＊

-.073＊、191中

一・217＊

-.351**＊-.245*＊

-.281*＊-.180＊

一.188＊．267*＊ -.173＊ -.222*＊

｡逆転尺度やく.０５＊*，＜､０１…,＜,001

－２１８－
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成への統制感や無力感と関わっているのに対し、

女子に関しては教育的進路成熟に比べて職業的進

路成熟が達成への統制感や無力感と関わっている

ことを示していると考えられる。

なお、教育的進路自律性に関しては、全体的な

傾向と逆の傾向を示した。また、この結果は、男

子において特徴的であった。具体的に述べるなら

ば、達成への統制感を持ち、無力感を持たない者

ほど、「将来、上の学校に進むための勉強は自分

で進んでやる」、「入りたい高校の校風や特徴は

自分で調べたい」という項目で示される教育的自

律性が低いと言える。沖縄の児童を対象とした調

査（島袋・井上他，1995）では、坂柳・竹内（19

86）で示された「教育的自律性」が「教育的自律

性」と「教育的進路依存性」の２因子に分かれて

おり、この場合の「自律性」が一般的な意味での

自律性ではなく、「親や教師に対する反発（耳を

かさない）」という態度を測定しているいる可能

性が考えられる。この立場から考えるならば、進

路成熟態度が高いほど、進学のための勉強方法や、

進学の目標の高校の選択において、「自分の考え

だけ」ではなく、先生やまわりの人の意見に耳を

傾ける傾向が増していくとも言える。この因子の

結果に関しては、沖縄県の児童の特徴を考える上

でも、今後、「教育的進路依存性」因子との関連

から詳細に検討を加える必要があると思われる。

第２に、男子と女子を含めた全体的な手段保有

感と進路成熟態度尺度との相関係数を表４に示す。

能力と運の非保有感、努力の非保有感、そして、

教師の非保有感に関しては、全体的な傾向として、

進路成熟態度が高い者ほど、非保有感が低い。特

に、能力と運の非保有感での教育的進路関心度、

教育的進路依存性、職業的進路関心度、そして、

職業的進路自律性においてその傾向が認められた。

これは、進学や就職について関心を持ち、進学に

関しては親や先生に頼りながら、将来の職業に関

しては自分で決定していこうとする者ほど、「能

力も運もない」という非保有感がないと言える。

努力・能力・教師の保有感に関しては、全体的な

傾向として、進路成熟態度が高い者ほど、保有感

が高い。特に、職業的進路関心度においてその傾

向が認められ、将来の職業について関心を持つも

のほど、「努力ができ、能力を持ち、先生に教え

てもらえる」という保有感を持っていると言える。

ただし、教育的進路自律性に関しては、全体的な

傾向と逆の傾向を示しており、統制感と進路成熟

態度で述べたこと同様な考察が考えられる。

続いて、男女別の手段保有感と進路成熟態度尺

度との相関係数を表５と表６に示す。手段保有感

と進路成熟態度との相関における、男子と女子で

異なる傾向を挙げるならば、男子の職業的進路関

心度と手段保有感の４項目（能力と運の非保有感、

教師の保有感、努力の非保有感、そして、努力・

能力・教師の保有感）との間の有意な相関が挙げ

られる。教育的進路関心度と手段保有感の相関は、

男女であまり違いが認められないことからも、男

子にとって職業的関心度が手段保有感に深く関わっ

ていることが特徴的であると言える。

第３に、男子と女子を含めた全体的な手段一目

的関係の認知と進路成熟態度尺度との相関係数を

表７に示す。未知の原因、運、そして、教師（ネ

ガティブ）に関しては、全体的な傾向として、進

路成熟態度が高い者ほど、手段の認識が低い。特

に、未知の原因での教育的進路関心度、職業的進

路関心度、そして、職業的進路自律度において、

さらに、運での職業的進路関心度においてその傾

向が認められた。努力の要因に関しては、全体的

な傾向として、進路成熟態度が高い者ほど、手段

の認識が高い。特に、教育的進路関心度と職業的

進路関心度においてその傾向が認められた。ただ

し、教育的進路自律性に関しては、全体的な傾向

と逆の傾向を示している。これは、進学や就職に

ついて関心を持ち、将来の職業について積極的に

関わっていこうとしている者ほど、「友だちがな

ぜ勉強できる（できない）のかわからない」とい

う認識を持たず、さらに、就職について関心を持

つ者ほど、「友だちが勉強ができる（できない）

のは運がいい（悪い）からだ」という認識を持っ

ていないと言える。加えて、進路成熟態度が高い

者ほど、努力の手段の認識が高い傾向も示された。

特に、教育的進路関心度と職業的進路関心度にお

いてその傾向が認められ、進学や就職について関

心を持っている者ほど、「友だちが勉強ができる

（できない）のは、がんばった（がんばらなかっ

た）からだ」という認識を持っていると言える。

なお、内的要因、能力、そして、教師（ポジティ
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プ）に関しては、進路成熟態度との有意な相関は

認められなかった。

続いて、男女別の手段一目的関係の認知と進路

成熟度尺度との相関係数を表８と表９に示す。手

段一目的関係の認知と進路成熟態度尺度との相関

における、男子と女子で異なる特徴を挙げるなら

ば、男子では努力の要因と進路成熟態度との相関

が多く認められるのに対し、女子では未知の原因

の要因と教師（ネガティブ）の要因との相関が多

く認められることである。具体的には、男子は、

進路成熟態度が高い者ほど、「友だちが勉強がで

きるのは、がんばったからだ」という認識を持っ

ていると言え、女子では、進路成熟態度が高い者

ほど、「友だちがなぜ勉強ができるのかわからな

い」という認識を持たず、さらに、「友だちが勉

強できるのは運がいいからだ」という認識を持っ

ていないと言える。

本研究の結果を全体的に考察するならば、男子

と女子を含めた全体的な視点からは、進路成熟態

度、特に教育的・職業的関心が高い者ほど、（１）

「やれば勉強ができる」という達成への統制感を

持ち、(2)そのための「努力ができ、能力を持ち、

先生に教えてもらえる」という手段保有感を持ち、

(3)達成のための手段としては、未知の要因といっ

た外的要因ではなく、努力という内的要因を重要

視していると言える。さらに、男子と女子を別に

しての観点からは、(1)達成への統制感は、男子で

は教育的進路成熟態度と職業的進路成熟態度に関

連し、女子では主に職業的進路関心度と関連して

おり、(2)手段保有感は、男子では特に職業的進路

関心度と関連しているが特徴であった。また、（３）

達成のための手段としては、男子では努力の要因、

女子では未知の原因と教師（ネガティブ）と関連

していたと言える。

島袋・井上他（1995）では、･現実に対応した子

どもの目的意識の発達が、より効果的に学習行動

を意味づけ学習行動を促進していくことが示唆さ

れ、学校や家庭での学習指導において、教科指導

のみならず、将来の目的意識に関係する教育的進

路成熟、職業的進路成熟を育てる必要性のあるこ

とが示されているが、本研究の結果もこの考察を

支持するものと考えられる。
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